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「広報ひの」にご意見をお寄せください 問市長公室広報担当（☎042-514-8092）
　〒191-8686日野市役所4階市長公室広報担当（ 042-581-2516　 kouhou@city.hino.lg.jp）へアンケート用紙（8月1日
号10ページにあり。市役所1階市民相談窓口・4階市長公室広報担当にもあり。市  　から　　　 可）を郵送、持参、ファク
ス、EメールまたはLINE（QRコードから。LINEでの回答は友だち登録が必要）※持参の場合は土曜・日曜日、祝日を除く
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掲載のイベントなどは新型コロナウイルスの影響で中止・延期する場合があります

農のあるまち日野
人事行政の運営などの状況を公表
令和2年度決算をお知らせ
新型コロナワクチン接種について　など
11月は児童虐待防止推進月間
日野市の子育て情報
11月の市民相談
みんなのメモ帳
休日診療医、救急診療、救急病院宿日直予定表
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目次 10月20日時点の情報に基づき作成しています

市政のお知らせ・催し
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令和2年度 ひきこもり実態調査結果
1018297ID 問セーフティネットコールセンター（☎042-514-8542� s-net@city.hino.lg.jp）

　セーフティネットコールセンターでは、福祉の初期総合相談窓口としてさまざまなご相談を
お受けしています。
　今回は、ひきこもり状態を防ぐ施策や、適切な支援を検討するための基礎データを得ること
を目的として、令和2年度に実施した調査の結果をご報告します。

　その他結果の詳細などは市 HPをご覧ください。

調査概要
期間：令和2年12月～3年4月
対象：当事者・家族、民生・児童委員、市職員、関係機関、相談機関
◆本調査では厚生労働省の定義（仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに6カ月以上
続けて自宅にひきこもっている状態）にとらわれず、各回答者において「ひきこもりと思われる人」について回答

　ひきこもりで苦しんでいる当事者やご家族などの方々へ、問題解決に向けた支援のた
めのアプローチを行っています。当事者・ご家族に向けた個別相談（対面・オンライン）、
家族会のご紹介なども行っていますので、ぜひお気軽にお問い合わせください。

調査結果と結果から見えた課題 
当事者の年齢 40～49歳が20％を占める
　�「就職氷河期世代（※）」でもあり、失業、退職、求職活動における挫折
や失敗に対して、就労支援に限らず幅広く解決策をコーディネートす
る相談体制の充実が必要　※平成5年頃～平成16年頃までに学校卒業期を迎えた人
ひきこもりの期間 1～5年が３2％を占め、6～21年以上も40％
♦長期化した状況への支援…保健・医療との連携、居場所へのつなぎ
♦長期化防止のための支援…学齢期の不登校などに対する早期支援など
同居人の状況 同居人あり76％、なし20％
ひきこもりの「きっかけ」 精神疾患などの疾病が多い
　保健・医療と連携した支援が必要
その他の問題点 親族の高齢化
　�家族も追い込まれていて「8050問題（※）」となっており、家庭も
含めた孤立・孤独問題の抱え込みに対する家以外の居場所につ
なぐことの必要性
※80代の親が50代の子どもの生活を支えるという問題

セーフティネットコールセンターへまずはご相談ください

延べ５６１人が該当


